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�
東
方
�
二
九
六
号
よ
り

生
き
返
�
た
方
言
辞
典村

上 

嘉
英�
天
理
大
学
�

　

こ
の
た
び
王
順
隆
氏
が
台
湾
総
督
府
著
作
兼
発
行�
台
日
大
辞

典
�
上
巻�
一
九
三
一
年
�
本
文
八
七
七
頁
��
下
巻�
一
九
三
二
年
�

本
文
一
〇
四
三
頁
�
を
全
面
的
に
編
纂
し
直
し
�
�
新
編
台
日
大
辞

典
�
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
�
つ
い
て
は
�
書
評
に
先
ん
じ
て
�
底
本

で
あ
る
台
湾
総
督
府�
台
日
大
辞
典
�
の
編
纂
背
景
と
こ
の
辞
典
の

特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
�

　

日
本
は
一
八
九
五
年
�
清
よ
り
台
湾
の
割
譲
を
受
け
た
�
そ
の
時

こ
の
地
で
は
�
後
に
台
湾
語
と
称
せ
ら
れ
る
南
部
福
建
方
言
�
客
家

方
言
�
原
住
民
使
用
の
マ
レ
�
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
諸
語
が
通
用
し
て
い

た
�
日
本
人
は
植
民
地
を
初
め
て
経
営
す
る
に
当
た
り
�
ま
ず
政
策

を
遂
行
す
る
一
環
と
し
て
�
当
時
こ
の
地
の
八
割
以
上
の
人
が
話
す

南
部
福
建
語
の
学
習
と
研
究
に
も
取
り
組
ん
だ
�

　

そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
�
た
の
が
�
伊
沢
修
二
を
初
代
学
務
長

と
す
る
台
湾
総
督
府
学
務
部
で
あ
�
た
�
伊
沢
は
�
台
湾
領
有
直
後

の
六
月
に
着
任
す
る
と
直
ち
に
日
本
語
教
育
と
台
湾
語
の
研
究
に
取

り
掛
か
�
た
�
八
月
に
は
早
く
も
日
台
対
訳
の
教
科
書�
日
本
語
教

科
書
��
更
に
は
翌
年
の
二
月
に
は
日
台
対
照
教
科
書�
新
日
本
語
言

集
甲
号
�
を
刊
行
し
た
�
以
下
�
学
務
部
が
初
期
に
刊
行
し
た
こ
の

外
の
書
籍
の
名
を
挙
げ
る
�

�
訂
正
台
湾
十
五
音
及
字
母
表　

附
八
声
符
号
�

一
八
九
六
年
十
一
月
��
台
湾
語
字
母
表
�

�
台
湾
十
五
音
及
字
母
詳
解
�

一
八
九
六
年
十
一
月
��
台
湾
語
字
母
表
�

�
台
湾
適
用
小
学
読
方
作
文
掛
図
教
授
指
南
�

一
八
九
六
年
十
一
月
��
日
台
対
訳
教
科
書
�

�
台
湾
適
用
会
話
入
門
�
一
八
九
六
年
十
一
月
��
日
台
対
照
�

�
台
湾
適
用
国
語
読
本
初
歩
上
巻
�

一
八
九
六
年
十
一
月
��
日
台
対
訳
教
科
書
�

�
台
湾
適
用
作
法
教
授
書
�

一
八
九
六
年
十
一
月
��
日
台
対
訳
作
法
教
材
�

�
国
語
教
授
参
考
書　

三
冊
�

一
八
九
六
年
十
二
月
��
日
台
対
訳
教
案
�

�
台
湾
適
用
書
牘
文
教
授
書　

上
下
二
巻
�
一
八
九
七
年
三
月
�

　

伊
沢
は
ア
メ
リ
カ
で
師
範
教
育
と
理
学
を
修
め
�
一
八
七
八
年
に

帰
国
し
て
東
京
師
範
学
校
校
長
�
更
に
は
東
京
音
楽
学
校
校
長
�
東

京
盲
唖
学
校
校
長
も
兼
任
し
�
日
本
の
近
代
教
育
の
基
礎
を
固
め

た
�
ま
た
�
カ
タ
カ
ナ
に
よ
�
て
中
国
語�
官
話
�
の
注
音
方
式
を

編
み
出
し
��
日
清
字
音
鑑
��
一
八
九
五
年
六
月
刊
�
官
話
常
用
字
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台
湾
総
督
府
原
著
／
王
順
隆
新
編

�
新
編
台
日
大
辞
典
�

Ｂ
５
判
・
一
四
六
八
頁
・
四
八
�
〇
〇
〇
円
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四
千
余
字
に
注
音
�
の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
�

　

伊
沢
式
の
中
国
語�
官
話
�
注
音
方
式
�
南
部
福
建
地
方
民
間
音
韻

書�
十
五
音
��
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
に
よ
る
先
駆
的
な
南
部
福
建
語

辞
典
な
ど
の
上
に
立
�
て
台
湾
語
の
カ
タ
カ
ナ
注
音
方
式
が
ま
ず
制

定
さ
れ
�
日
本
領
有
時
代
を
通
じ
て
�
官
民
併
せ
て
百
数
十
種
の
台

湾
語
学
習
書
�
七
種
の
台
湾
語
辞
典
�
五
種
の
台
湾
語
専
門
雑
誌
が

出
版
さ
れ
た
�

　

外
国
語
学
習
に
は
教
科
書
や
文
法
書
は
言
う
ま
で
も
な
く
�
語
彙

数
の
多
い
信
頼
の
お
け
る
辞
書
が
不
可
欠
で
あ
る
�
こ
の
た
め
�
台

湾
総
督
府
は
前
後
五
種
の
台
湾
語
辞
典
を
発
行
し
た
�
い
ず
れ
も
主

編
者
は
小
川
尚
義
で
あ
る
�
小
川
は
一
八
九
六
年
に
東
京
帝
国
大
学

を
卒
業
し
�
指
導
教
官
上
田
万
年
の
推
薦
を
受
け
同
年
十
二
月
に
渡

台
し
た
�
こ
れ
は
上
記
の
伊
沢
が
台
湾
語
と
原
住
民
の
言
語
の
辞
典

を
編
纂
す
る
た
め
�
言
語
学
を
専
攻
す
る
青
年
を
上
田
に
求
め
た
か

ら
で
あ
る
�

　

小
川
は
着
任
す
る
と
直
ち
に�
日
台
小
字
典
�
の
編
纂
に
着
手
し

た
�
こ
れ
は
上
田
万
年
が
選
択
し
た
二
五
〇
〇
語
の
日
本
語
を
台
湾

語
に
対
訳
す
る
も
の
で
あ
�
た
�
助
手
と
し
て
日
本
人
一
人
と
台
湾

人
二
人
が
当
た
り
�
僅
か
二
年
で
刊
行
さ
れ
た
�
緒
言
二
頁
�
本
文

六
二
八
頁
�
附
録
八
頁
�

　

次
に
小
川
が
主
編
し
た
の
は�
日
台
大
辞
典
�
で
あ
る
�
小
川
と
は

別
に
学
務
部
で
は
神
津
仙
三
郎
がJ.M

acgow
an“English and 

Chinese D
ictionary of the Am

oy D
ialect”

�
一
八
八
三
�
の

訳
出
を
進
め
て
い
た
�
し
か
し
�
神
津
は
前
半
を
訳
了
し
た
と
こ
ろ

で
病
没
し
て
し
ま
う
�
小
川
は�
日
台
小
字
典
�
刊
行
後
�
こ
の
訳

を

完

成

さ

せ
�

続

け

てC.D
ouglas“Chinese-English 

D
ictionary of the Vernacular or Spoken Language of 

Am
oy”

�
一
八
九
九
�
の
訳
出
を
し
て
基
礎
資
料
と
し
�
別
に
選
ん

だ
日
本
語
約
五
万
語
と
付
き
合
わ
せ
て
�
辞
典
編
纂
作
業
を
進
め
て
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い
�
た
�
こ
の
編
纂
作
業
に
加
わ
�
た
の
は
�
神
津
以
外
に
日
本
人

六
人
と
台
湾
人
四
人
で
あ
�
た
�
こ
う
し
て
�
神
津
が
筆
を
染
め
て

以
来
�
十
一
年
の
歳
月
が
費
や
さ
れ
�
�
日
台
大
辞
典
�
が
一
九
〇

七
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
�
全
一
五
〇
七
頁
�
二
一
二
頁
に
わ
た
る

緒
言
は
中
国
現
代
言
語
学
の
台
頭
す
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
が
�
学

術
的
に
は
当
時
の
最
高
の
水
準
を
示
し
て
い
る
�

　

次
に
総
督
府
が
遠
大
な
企
画
に
よ
�
て
�
小
川
の
主
編
の
下
に
二

十
余
年
の
歳
月
と
多
大
な
経
費
及
び
尽
力
を
傾
注
し
て
完
成
さ
せ
た

の
が�
台
日
大
辞
典
�
二
巻
で
あ
る
�
こ
れ
は
�
序
一
頁
�
凡
例
二

頁
�
台
湾
語
の
発
音
八
頁
�
索
引
表
二
頁
�
本
文
上
巻
八
七
七
頁
�

下
巻
一
〇
四
三
頁
�
全
一
九
三
三
頁
の
正
に
大
辞
典
と
い
う
に
値
す

る
も
で
あ
�
た
�
編
纂
事
業
に
従
事
し
た
の
は
�
日
本
人
三
人
�
台

湾
人
七
人
で
�
こ
の
他
に
動
物
�
植
物
�
鉱
物
�
薬
物
疾
病
な
ど
の

専
門
家
を
動
員
し
て
い
る
�

　

こ
の
大
辞
典
の
最
大
の
特
徴
は
�
当
時
の
台
湾
に
お
い
て
行
わ
れ

て
い
た
南
部
福
建
方
言
系
の
言
語�
台
湾
語
�
に
つ
い
て
�
最
も
普
通

な
る
も
の
を
見
出
し
語
で
八
一
九
八
一
語
収
録
し
た
こ
と
に
あ
る
�

若
干
の
文
言
語
彙
も
含
ま
れ
る
が
�
有
史
以
来
�
最
大
の
中
国
方
言

口
語
辞
典
と
言
え
る
�
ま
た
�
廈
門
音
を
標
準
音
と
し
な
が
ら
�
台

湾
で
保
存
さ
れ
て
い
る
泉
州
音
や
漳
州
音
に
つ
い
て
も
煩
を
い
と
わ

ず
記
録
し
て
い
る
点
や
�
豊
富
な
例
文
と
イ
ラ
ス
ト
も
こ
の
大
辞
典

の
実
用
的
な
価
値
を
高
め
て
い
る
�
だ
か
ら
�
そ
の
規
模
と
学
術
的

水
準
か
ら
鑑
み
て
�
実
用
方
言
辞
典
と
し
て
の
み
な
ら
ず
�
第
一
級

の
方
言
研
究
資
料
と
し
て
も
有
用
で
あ
る
と
言
�
て
も
過
言
で
は
な

い
�

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
�
こ
の
大
辞
典
は
江
湖
の
喝
采
を
博
す
こ

と
は
な
か
�
た
�
上
下
卷
で
定
価
二
十
円
と
い
う
当
時
と
し
て
は
高

値
で
あ
�
た
し
�
な
に
よ
り
も
音
韻
学
的
な
正
確
さ
を
追
求
す
る
あ

ま
り
�
カ
タ
カ
ナ
標
音
に
符
号
を
多
用
し
た
こ
と
も
あ
り
�
一
般
に
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な
じ
み
難
い
と
こ
ろ
が
あ
�
た
と
思
わ
れ
る
�

　

王
順
隆
氏
は
こ
の
大
辞
典
が
台
湾
語
辞
典
の
金
字
塔
と
考
え
�
独

力
で
全
面
的
に
編
纂
し
直
し
��
新
編
台
日
大
辞
典
�
の
名
で
刊
行
し

た
�
そ
の
特
色
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
�

①
カ
タ
カ
ナ
発
音
表
記
を
ロ
�
マ
字
化
し
�
語
順
を
ア
ル
フ
�
ベ
�

ト
順
に
並
べ
替
え
た
�

②
底
本
の
見
出
し
語
や
語
釈
及
び
例
文
を
完
全
に
収
録
し
�‘thue

3 
lang

5 si 2
替
人
死

2’‘thiam
1 iu

5 hiu
n1
添
油
香

’‘sou
1 khai 1

疎

開
’‘ti n5 kha

1 pua
n3 chhiu

2
纏
脚
絆

’‘sio
1 khiam

3 che
3
相

欠
債

’‘bang
2 a

2 hiu
n1
蚊
仔
香

’

な
ど
現
在
�
日
常
で
よ
く
使

わ
れ
る
台
湾
語
を
新
た
に
八
八
八
語
を
増
補
し
た
�

③
例
文
�
語
釈
等
を
数
千
箇
所
以
上
増
補
し
�
そ
の
部
分
は
標
記
し

た
�
例
え
ば
�‘chhia

1thau
5
車
頭

’

は
底
本
で
は�
汽
車
の
駅
�

停
車
場
�
と
し
て
い
る
が
�
�
新
編
台
日
大
辞
典
�
で
は�
⑴�
補
�

汽
車
や
自
動
車
な
ど
の
前
方
�
⑵�
補
�
汽
車
な
ど
の
機
関
車
�

自
動
車
な
ど
の
フ
ロ
ン
ト
�
⑶
汽
車
な
ど
の
駅
�
停
車
場
�
と
増

補
し
た
�

④
発
音
の
変
調
と
軽
声
を
逐
語
ご
と
に
表
示
し
た
�

⑤
現
代
台
湾
に
お
け
る
常
用
語
彙
二
一
〇
〇
〇
語
を
明
記
し
た
�

⑥
底
本
の
日
本
語
旧
文
体�
旧
漢
字
や
仮
名
遣
い
�
を
現
代
標
準
語

の
そ
れ
に
書
き
替
え
た
�

⑦
序
文
と
し
て
天
理
大
学
村
上
嘉
英
教
授�
日
本
人
の
台
湾
語
学
習

と
研
究
の
事
始
め―

―

序
に
替
え
て
�
�
二
〇
頁
��
東
京
外
国
語

大
学
樋
口
靖
教
授�
台
湾
語
辞
典
を
め
ぐ
る
よ
し
な
し
ご
と
�
�
五

頁
�
を
掲
載
し
た
�

⑧
イ
ン
デ
�
ア
ペ
�
パ
�
を
使
用
し
て
軽
量
化
を
図
り
�
底
本
の
二

巻
を
新
編
で
は
一
巻
に
し
使
い
や
す
く
し
た
� 

⑨
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
を
通
じ
て
永
続
的
に
正
誤
表
を
更
新
す
る
こ
と

に
し
た
�
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王
順
隆
氏
は
筑
波
大
学
博
士
課
程
で
言
語
学
を
修
め
た
前
途
有
為

な
言
語
学
者
で
あ
る
�
自
己
の
母
語
で
あ
る
台
湾
語
と
ま
た
台
湾
の

伝
統
文
化
に
対
し
て
�
限
り
な
い
慈
愛
を
注
ぎ
こ
れ
ま
で
も
後
世
に

残
る
数
多
く
の
業
績
を
積
み
上
げ
て
き
て
い
る
�
そ
の
成
果http://

w
w

w
32.ocn.ne.jp/~sunliong/tai-jit.htm

を
ご
覧
頂
き
た
い
�

王
氏
の
情
熱
に
よ
�
て
�
小
川
尚
義
が
終
生
か
け
て
編
纂
し
た�
台

日
大
辞
典
�
が
今
こ
こ
に
再
び
息
を
吹
き
返
し
た
こ
と
は
中
国
方
言

学
の
み
な
ら
ず
�
台
湾
研
究
の
今
後
の
発
展
に
と
り
�
誠
に
慶
賀
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
�


